
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金
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　その他（　　　　　　）
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２　今後の事業の方向性
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目標 成果 達成状況

2,733
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部局 林務部

4　様々な主体的な関わりによる森林の適正管理と多様な利活用の推進 実施期間 Ｈ１６ ～

ニホンジカ捕獲頭数(H23)

うちシカの効率的捕

獲方法推進事業

事業番号 09 05 11 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 野生鳥獣捕獲野生鳥獣捕獲野生鳥獣捕獲野生鳥獣捕獲・・・・管理事業費管理事業費管理事業費管理事業費
担

当

課

1-4　森林を生かす力強い林業・木材産業づくり

・ニホンジカによる農林業被害減少市町村の割合　60％：平成22年度を基準年とする。

・ニホンジカ捕獲頭数　35,000頭：農林業被害額の4割を占めるニホンジカ生息頭数を減少させる。

ニホンジカ、ツキノワグマ、ニホンザル等の野生鳥獣から農地や造林木を守るため、地域が実施する被害防除対策に加えて、有害鳥獣の

捕獲対策を行い、農林業被害の軽減を図る。

・野生鳥獣による農林業被害はここ数年で減少傾向であるが、依然として高い状況。農林業被害額14億9千万円（平成22年度）

・防除対策実施済み地域は被害が減少するものの、新たな地域で被害の発生が確認されており、増えすぎた野生鳥獣を捕獲する抜本的

な対策が必要。

目指す姿

現状

課・室 森林づくり推進課・野生鳥獣対策室

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail shinrin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

4,200

捕獲されたツキノワグマについて、学習放獣等を行う市町村の経費に支援した。

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有
県が策定した特定計画に基づく捕獲・管理対策には、専門的知見に基づく県の関与・支援が必要（鳥獣の保護及

び狩猟の適正化に関する法律、鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

36,350

市町村等が購入する捕獲檻等の経費に支援した。 4,200 4,200

2,936 2,936

（決算） （当初）

シカ捕獲体制緊急整備事業 委託 重点捕獲地域におけるシカ捕獲を推進した。 60,000 60,000 0

捕獲檻等購入支援事業

補助金・

交付金

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初）

135,748

50%

シカの効率的捕獲方法推進事業 委託

囲いわな等の新たな捕獲方法を検証しつつ、メスジカを中心とした集中的な捕獲

を推進した。

成果目標の達成状況

項目

農林業被害減少市町村

合計

Ｈ２４

合計（A) 54,128

個体数調整事業

補助金・

交付金

ツキノワグマ学習放獣事業

補助金・

交付金

56,048 116,376 135,748

特定鳥獣保護管理計画により、ニホンジカ、イノシシ、ニホンザルの個体数調整を

行う市町村経費に支援した。

12,000

56,048 128,376

48,576 39,948

予

算

額

前年度繰越

当初予算 54,128

補正予算

7,800 7,800

28,000 24,000 72,000 88,000

54,128 56,048 128,376 39,948

24242424年度年度年度年度 25年度

概　算

人件費

1.00 1.00 1.00 1.00

8,258

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

Aの

財源

7,393 7,042

18,735 25,006

8,258 8,258 8,258

48,206 概算事業費（B（A）+C） 62,386 64,306 136,634

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

野生鳥獣による農林業被害は減少傾向ではあるが、依然として高い水準にあるため、捕獲対策を継続し、防除対策などと併せ、総合的な

対策を推進したい。

目標に対

する成果

の状況

目標捕獲数に達することはできなかったが、ニホンジカによる農林業被害額は対前年比83％と減少に至った。

3,600 3,600

有害鳥獣捕獲者支援事業

補助金・

交付金

広域的な有害鳥獣捕獲従事者に係る市町村経費に支援した。 4,500 4,500 2,000

広域捕獲支援事業

補助金・

交付金

隣接市町村と連携して行う広域的な取り組み経費に支援した。 3,600

ニホンジカ、イノシシ等に対し集落ぐるみで捕獲する体制づくりに支援した。 3,290 3,290 2,865

500 0

残渣処理支援事業

補助金・

交付金

個体数調整を円滑に進めるため、市町村経費に支援

した。

1,000 1,000 1,000

わな捕獲作業支援事業

補助金・

交付金

林業者による捕獲実践事業

補助金・

交付金

林業被害の捕獲対策に支援した。 500


